
１．はじめに

日本の気候変動の将来予測をする基礎資料として，

年降水量など降水特性の過去の長期変化に関する研究

は重要である．主なものとして，全国規模の長期変化

を扱った研究（Fujibe et al. 2005，2006a,b；Fujibe

2008；田中 2015），また，長期変化の地域性と季節性

を扱った研究（Oguchi and Fujibe2011；瓜田・松山

2012）などがある．さらには，観測期間は短いものの

AMeDAS観測網による多くの観測地点によるもの

（Iwasaki and Sunaga 2009；杉田・大河内 2012）も

ある．そのうち，全国規模の長期変化について，藤部

（2011）は，1901-2009年のデータの解析から日本では

過去１世紀に強い降水が増え，弱い降水は減る傾向に

あると報告している．「気候変動の観測・予測及び環

境影響評価統合レポート」（文部科学省ほか 2013）で

は，日降水量100mm以上と日降水量200mm以上の

日数に有意な増加傾向が見られ，それぞれ0.25日/100

年と0.04日/100年の割合で増加していると報告されて

いる．

雨の強弱の目安としては，しばしば１時間降水量が

使われる（気象庁 2000）．一方で，平成26年８月豪雨

（気象庁 2014）による広島市の土砂災害では，20日未

明の短時間豪雨とともに前日までの19日間に降った

264.5mm（観測地点は三入）の雨で地盤の緩みが進

行していたと推定されている．それ故，24時間雨量や

48時間雨量など数日間降り続く長時間雨量も大切な気

象情報と考えられる（草薙 2017）．そこで，草薙

（2016）の日降水量時系列を連続日数別時系列に分解

する手法を用い，１日から数日以上の長期降水に注目

して，降水の強さ別に降水特性の長期変化について検

討した．
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要 旨

降水連続日数と降水継続期間の総降水量（以下では一雨降水量という）に基づいて，日本の降水の長期変化を検

討した．降水連続日数については１日から42日までの42段階を設定し，一雨降水量については５階級を設定して，

２つの指標を組み合わせた解析を行った．1901年から2016年の116年間で，51観測地点平均の年総降水量には統計

的に有意な経年変化は認められない．しかし，この解析により５％水準で有意な経年変化を示す組合せが得られ

た．たとえば，１-10mm階級の１-２日連続降水は有意に減少し，その長期変化率は－12.9mm/100年であった．

一方，60-200mm階級の１-２日連続降水は増加（＋34.7mm/100年）していたが，同じ降水階級の３-13日連続

降水は減少（－47.5mm/100年）していた．すなわち，同じ降水階級であっても，時間スケールが変わると，長

期変化率の符号が逆転する場合があることが明らかになった．さらに，日降水量の季節変化の長期変化についても

検討した．200-500mm階級の降水は，２日連続降水の６-８月に，６日連続降水では６-７月（梅雨）と９月（秋

霖）に増加していることが示された．
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２．日降水量時系列データと解析方法

2.1 日降水量時系列データ

解析に用いる日降水量データは，気象庁が公開して

いる「過去の気象データ・ダウンロードサイト」

（http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.

php）から入手した（最終閲覧2017年１月８日）．解

析対象は気象庁が気候変動解析に用いている51観測地

点（気象庁 2017），解析期間は1901年１月１日から

2016年12月31日までの42369日（Q：i＝１～42369）

とした．

2.2 日降水量時系列（Q）の連続日数別時系列

（q ）への分解方法

本研究では，一雨（降水継続日数）の長さを日降水

量１mm以上の継続日数と定義する．この定義は，１

日の中で起きる降水の中断を捉えられないという問題

や異なる降水現象によって見かけ上連続しているデー

タを取り扱っている問題がある．実際，１時間降水量

等に基づく一雨降水の定義（気象庁 2005）もある．

しかし，気候変動の研究に使われる尺度の中には，日

降水量を使って降水の継続性を定義したものもある．

例えば，CDD（Consecutive dry days最大連続無降

水日数：日降水量が連続して１mm未満となる日数）

やCWD（Consecutive wet days最大連続降水日数：

日降水量が連続して１mm以上となる日数）が世界的

にも用いられており（気象庁 2015），これを極端降水

指標とする日降水量を用いた気象研究がなされている

（Kamiguchi et al.2006，2011；楠 2012）．

これらの研究では，降水の有無のしきい値としては

しばしば日降水量１mmという尺度が用いられてき

た．気象台等の日降水量観測値の最小単位は，1968年

１月１日に0.1mmから0.5mmに変更されているが，

降水日数を「１mm以上の日」とする定義（気象庁

2015）が標準的に使われているため，本研究でもこの

定義に従った．

各観測地点の日降水量時系列（Q：i＝１～42369）

の1901年から2016年までの全42369日の内，1.0mm

以上の降水量観測値の記録されている日数について調

べると，降水がある１日だけに見られ前後の日には見

られないケース，降水が２日続くケース，…など，降

水日の連続性は様々である．そこで，降水日の連続性

が１日だけのケースを残し，それ以外の日を０mmと

した時系列を作りこれを１日成分時系列（q ：i＝１

～42369と定義する．同様にして，降水日の連続性が

k日のケースについて k日成分時系列（q ）を定義

した．以降，（Q）を全日降水量時系列と定義する

と，（Q）と連続日数別時系列（q ）の関係は式

（１）で表せる．ただし，k＝１～42であり，降水が

43日以上継続するケースはない．
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ただし，n＝42369

式（１）の左辺から右辺への分解過程は前報（草薙

2016）で用いたのと同じ手続きである．日降水量デー

タの欠損の49.8％（＝1,793日/3,599日×100）は1940

年代の那覇観測地点であり，欠損割合 v（％）は51観

測地点平均で0.17％（＝3,599日/（51×42369日）×

100）と小さいので，計算結果に与える影響は少ない

と判断して欠損日は降水なしとして取り扱った．

以上より，式（１）の左辺から年総降水量の長期変

化を，右辺から階級別連続日数別年降水量の長期変化

を知ることができる（3.2節）．

2.3 全日降水量時系列（Q）の階級別連続日数別

時系列［q ］階級への分解方法

本研究で扱う一雨降水量は１mmから1306mm（高

知観測地点）の範囲に及ぶ．しかし，より少ない階級

区分で長期変化の様子を表現できるよう，階級数や階

級幅の取り方に試行を繰り返して５階級の区分（１-

10mm，10-60mm，60-200mm，200-500mm，500

mm以上の各階級）を設定した．ここで，１-10mm

階級とは，一雨降水量が１mm以上から10mm未満

の観測データを含む時系列のことである．

以下に，階級別連続日数別時系列［q ］階級を求め

る方法を述べる．

１-10mm階 級 の 降 水 k日 連 続 日 数 時 系 列

［q ］ は，k日間の一雨降水量が１mm以上10

mm未満の事例のみで定義される．すなわち，式

（１）について，k日連続成分時系列（q ）を求める

際に一雨降水量（k日の日降水量の合計）が１mm以

上10mm未満のケースのみを残し，10mm以上の

ケースを０mmとすることによって得ることができ

る．したがって，［q ］ を式で表すと，式（２）
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の右辺になり，右辺の［q ］ を統合して作った

左辺の時系列を１-10mm階級時系列と称し

［Q］ で表す．式（２）の左辺から右辺への分

解過程は前報（草薙 2017）で用いたのと同じ手続き

である．
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他の階級についても１-10mm階級と同様にした．

以上の手順により式（２）の左辺から階級別年降水

量の長期変化が，式（２）の右辺から階級別連続日数

別年降水量の長期変化を知ることができる（3.2，3.3

節）．

2.4 階級別の日降水量（［D］階級）と階級別連続日

数別の日降水量（［d ］階級）の計算

式（２）の左辺の（［Q］ ：i＝１～42369）

を観測期間の116年で，365日ある暦日ごとに，平均し

て１年間（閏年の２月29日を除く365日）の値を得た．

つぎに，１年間（365日）の値を，気象庁による平年

値の計算方法と同じ９日間移動平均を３回繰り返す

KZフィルター法（草薙 2016，2017）で，116年平均

日降水量（［D］ ）：i＝１～365）を計算した．

その他の階級別の116年平均日降水量（［D］階級：

i＝１～365）と各階級の k日連続の116年平均日降水

量（［d ］階級：i＝１～365，k＝１～42）もこれと同

様の手続きで計算した．これは地点ごとの季節変化を

示しているが，本研究では51観測地点で平均して日本

全体の季節変化を考察した（3.5節）．

式（１）による解析方法の妥当性を検証するため，

2016年までの116個の年総降水量データ（51観測地点

平均）と気象庁の「日本の年平均降水量偏差」データ

（気象庁 2017）の相関を第１図に示す．相関係数 r＝

0.997が得られ，以降の検討を進める精度が得られて

いると判断した．回帰直線から下方へ乖離の大きな４

個のデータ点（AからDは1945年から1948年に対応）

は，これらの期間に欠損が集中しているため本研究の

降水量値が小さくなっているためと考えられる．

３．降水連続日数と一雨降水量から見た日本の降水

長期変化

3.1 年降水日数と年総降水量の長期変化

日降水量時系列（Q）（式（１）の左辺）から計算

された51観測点平均の年降水日数と年総降水量の経年

変化を第２図に示す．第２図aの回帰直線から，日

降水量1.0mm以上の年間日数は－9.5日/100年の減

少傾向で，気象庁（2016）による1901年から2015年ま

での報告値－10.0日/100年とほぼ一致する．第２図b

の回帰直線から年総降水量1596mm（51観測地点平

均）の長期変化率（以下トレンドと記す）は，－39.9

mm/100年，割合では，－2.5％/100年と計算される．

年降水日数と年総降水量のトレンドの信頼性につい

て，t検定を適用した結果，年降水日数のトレンド

－9.5日/100年は，有意水準５％で有意であり，年総

降水量のトレンド－39.9mm/100年は有意水準10％で

も統計的に有意ではなかった．

3.2 降水連続日数指標による長期変化

１日降水，２日連続降水など降水連続日数から見た

長期変化を調べた．

式（１）の右辺の（q ）時系列から得られる連続

日数別の経年変化（51観測地点平均）の一部を第３図

に示す．第２図aの年降水日数と比較して，降水量

の年毎の変動の大きいことがわかる．経年変化から計

算した年総降水量の連続日数別値Qとトレンド T を

第１表に示す（k＝１～42）．

トレンド T を縦軸に，横軸に期間を取って，第４

第１図 年総降水量と年降水量偏差（気象庁）の
関係．図中のAからDは1945年から
1948年のデータ．
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図に示す．10％水準で有意なトレンドが，３つ（５

日，10日，12日連続）のみで確実なことは言えない．

しかし，全体的に見ると，１-２日連続降水の増加が

見られる一方，３日連続以上の降水の減少，特に５日

から10日の長期降水の減少が顕著であり，このことが

年総降水量の減少に寄与したと推論される．

以上，一雨降水量を考慮しない降水連続日数指標の

解析から過去116年の変化では，長期間の降水量が減

少する一方で，短期降水の増加が示唆された．これを

手掛かりにして以降の解析を進めた．

3.3 階級別一雨降水量指標から見た長期変化

2.3節で定義した，［Q］階級を用いて計算した年総降

水量の階級別値の経年変化（51観測地点平均）の一部

を第５図に示す．第３図と同様，一雨降水量という１

つの指標のみによる経年変化では決定係数の小さいこ

とがわかる（第５図a：R ＝0.0279，第５図 b：

R ＝0.0162）．経年変化から求めた年総降水量の階級

別値Q階級とトレンド T 階級を，年間の一雨降水イベン

トの回数 n ・平均一雨降水量Q（＝Q /n ）ととも
第２図 降水経年変化．（a）年降水日数（５％

水準で有意），（b）年総降水量（10％水
準の有意性なし）．

第３図 年総降水量の連続日数別の経年変化．
（a）２日連続降水量（10％水準の有意
性なし），（b）５日連続降水量（10％水
準で有意）．

第１表 連続日数別の降水量・降水回数・トレン
ド．背景が灰色のトレンド値は10％水準で
有意を示す．

観測期間 1901-2016

降水量Q
mm

降水回数 n
回/年

トレンド T
mm/100年

年総降水量 1596 61 －39.9

１日 317 30 11.0
２日 478 18 14.5
３日 280 7 －2.4
４日 172 3 －3.8
５日 113 1.5 －19.5
６日 74 0.8 －0.1
７日 50 0.4 －9.4
８日 34 0.2 0.2
９日 22 0.2 －4.3
10日 16 0.1 －6.7

降
水
連
続
日
数

11日 10 0.1 －2.1
12日 7.0 0.04 －3.6
13日 5.4 0.03 －2.0
14日 3.2 0.02 －2.6
15日 2.1 0.01 －1.4
16日 2.6 0.01 －1.4
17日 1.7 0.01 －1.7
18日 1.1 0.01 －0.9
19日 1.5 0.01 0.3
20日 1.1 0.00 －1.5

21-42日 3.6 0.01 －2.5

合計 1596 61 －39.9
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に，第２表に示す．

トレンド T 階級を縦軸に，階級を横軸に取ったグラ

フを第６図に示す．60-200mm階級以下の３階級で

は10-60mm階級のトレンド－32.9mm/100年を最大

として全てのトレンドが負値を示す．一方，200-500

mm階級のトレンドは正値（21.3mm/100年）を示

し，500-1306mm階級では降水量の変化は認められ

ない．

以上，降水連続日数を考慮しない一雨降水量指標の

解析から過去116年の変化では，１-10mm階級と10-

60mm階級の降水量が減少している（それぞれ，

５％水準で有意と10％水準で有意）ことが示された．

一方，200-500mm階級の

降水量は増加している可能

性が示唆され，過去１世紀

に強い降水が増え，弱い降

水は減る傾向にあるとの報

告（藤部 2011）と整合す

る結果が得られた．

3.4 階級別一雨降水量

と降水連続日数の

２つの指標を組み

合わせた解析によ

る降水長期変化

2.3節の式（２）と他の

階級の右辺の［q ］階級を

用いて計算した，階級別年降水量の連続日数別値Q

とトレンド T の値（k＝１～42，但し，17日から42

日連続日数は１行にまとめた）を，第３表の各階級の

５行目以下に示す．第３表は，17行５列の２次元マト

リックス（17×５＝85要素）になっていて，右端の５

列の合計値は第１表に，下端の17行の合計値は第２表

に対応する．逆に，２つの指標を組み合わせた解析に

よって，第１表と第２表が２次元マトリックスの85要

第４図 降水連続日数別のトレンド．灰色の四
角：10％水準で有意．

第５図 年総降水量の階級別の経年変化．（a）
10-60mm階級：10％水準で有意，（b）
200-500mm階級：10％水準の有意性な
し．

第２表 階級別の年降水量・一雨降水回数・平均一雨降水量・トレンド．括弧中に
はトレンドを比率で示した（単位：％/100年）．背景が濃い灰色のトレン
ド値は５％水準で有意を，灰色のトレンド値は10％水準で有意を示す．

観測期間 1901-2016

降水量 Q
mm

一雨降水
回数 n
回/年

平均一雨
降水量 Q
mm/回

トレンド T
 

mm/100年

年総降水量 1-1306mm 1596 61.2 26.1 －39.9(－2.5)

少降水 1-10mm 109 25.1 4.3 －13.5(－12.3)

10-60mm 774 29.9 25.9 －32.9(－4.2)
中降水

60-200mm 547 5.7 96.6 －14.8(－2.7)
降
水
量
階
級

200-500mm 148 0.5 273.4 21.3( 14.4)
多降水

500-1306mm 18 0.03 625.4 －0.2(－0.8)

合計 1-1306mm 1596 61.2 ― －39.9(－2.5)
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素に分かれたと見なせる．

第３表のトレンド T から，１-10mm階級の短期

（１-３日連続）の降水量は減少するが，60-200mm

階級では短期（１-３日連続）降水量が増加する一方，

４日以上の長期降水量は減少するという降水継続期間

によるトレンドの反転が見られる．有意水準５％のト

レンドは，第３表に灰色で示した９成分（９要素）で

ある．

第４図において，１-２日連続日数の降水量が増加

を示した理由を第３表から考察した．降水連続日数が

２日以下の降水では，１-10mmの階級では有意な減

少傾向を示すが，60-200mm階級では逆に有意な増

加傾向を示す．さらに，総降水量への寄与が最も大き

い10-60mm階級では有意な経年変化は見られない．

そのため，階級を考慮しない第４図において，１-２

日連続の降水については，降水量の経年変化に有意な

傾向は認められないことになると考えられる．同様

に，第４図の５日から10日連続降水のトレンドが負値

を示す理由は，10-200mm階級の同じ連続日数のト

レンドの負値が200-1306mm階級のトレンドの正値

を上回ることが主に寄与しているためと考えられる．

これらの考察を踏まえて，第３表の一雨降水量階級

について，連続日数の２日と３日の間で区分した２種

類の連続日数の組み合わせ（１-２日連続日数と３-13

第６図 一雨降水量階級別のトレンド．濃い灰色
の四角：５％水準で有意，灰色の四角：
10％水準で有意．

第３表 各階級の年降水量の連続日数別降水量とトレンド．背景が濃い灰色のトレンド値は５％水準で有意を示す．

少降水 中降水 多降水 少降水から多降
水８階級合計階級区分 1-10mm 10-60mm 60-200mm 200-500mm 500-1306mm

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

降水量
Q
mm

トレンド
T

mm/100年

年総降水量 109 －13.5 774 －32.9 547 －14.8 148 21.3 18 －0.1 1596 －39.9

１日 76 －9.0 210 9.8 31 9.4 1 0.8 0 0.0 317 11.0
２日 29 －3.9 312 －16.1 128 25.3 9 8.9 0 0.3 478 14.5
３日 4 －0.6 138 －10.1 119 5.6 18 3.8 0 －1.2 280 －2.4
４日 1 0.1 65 －5.9 88 －4.0 17 6.3 1 －0.2 172 －3.8
５日 0 0.0 27 －6.2 64 －13.3 21 1.7 1 －1.7 113 －19.4
６日 0 0.0 12 －2.7 42 －10.9 18 10.5 2 3.0 74 －0.1
７日 0 0.0 5 －0.8 28 －8.3 16 －0.1 2 －0.2 50 －9.4
８日 0 2 －0.4 17 －4.6 12 3.0 2 2.2 34 0.2
９日 0 1 －0.3 11 －5.0 9 －1.4 1 2.5 22 －4.3

降
水
連
続
日
数

10日 0 1 －0.4 7 －3.9 7 －0.8 1 －1.6 16 －6.8
11日 0 0 0.3 4 －0.3 5 －1.3 1 －0.8 10 －2.1
12日 0 0 0.1 3 －1.2 3 －2.4 1 －0.1 7 －3.6
13日 0 0 0.0 2 －1.4 3 －0.8 1 0.2 5 －2.0
14日 0 0 0.0 1 －1.8 2 －0.2 0 －0.7 3 －2.7
15日 0 0 －0.1 1 0.7 1 －1.3 0 －0.8 2 －1.4
16日 0 0 －0.1 1 －0.5 1 －2.0 1 1.1 3 －1.4

17-42日 0 0 0.0 2 －0.6 5 －3.4 2 －2.2 9 －6.1

合計 109 －13.5 774 －32.9 547 －14.8 148 21.3 18 －0.1 1596 －39.9
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日連続日数）のトレンドを

計算した結果を第４表に示

す．その結果，５％水準で

有意を示す一雨降水量階級

と降水連続日数の組み合わ

せが６組（第３表の単独２

つを含む28要素）得られ，

統計的に有意な経年変化を

示す降水が10-60mm階級

の３-13日連続日数から60-

200mm階級の１-13日連

続日数まで及んでいること

がわかった．６組の年降水

量の経年変化を第７図に示

す．

以上の結果から，階級別

一雨降水量と降水連続日数

の２つの指標を組み合わせ

た解析が降水特性の長期変

化について統計的に有意な

結果（５％水準）を検出す

る有効な方法であることが

示された．

3.5 日降水量の季節変

化から見た長期変

化

明治時代から今日までの

解析期間の前半と後半で，

日降水量の季節変化にどの

ような違いがあるかを調べ

ることは降水特性の長期変

化を理解するうえで重要で

ある．そこで，1901年から

2016年までの116年間にお

ける日降水量の季節変化に

ついて検討した．

3.5.1 階級別日降水量

の季節変化

最初に，階級別一雨降水

量と日降水量の季節変化と

の関係を調べた．

2.4節の方法で計算した

51観測地点平均の116年平

均（［D ］階級： i＝１ ～

第７図 連続日数結合後の階級別連続日数別の降水経年変化．（a）１-10mm階
級１-２日連続，（b）10-60mm階級３-13日連続，（c）60-200mm階
級１-２日連続，（d）60-200mm階級３-13日連続，（e）200-500mm
階級２日連続，（f）200-500mm階級６日連続，何れも５％水準で有意．

第４表 降水連続日数２日と３日の間で区分して連続日数の組み合わせの降水量と
トレンド．背景が濃い灰色のトレンド値は５％水準で有意を示す．

少降水 中降水 多降水

階級区分 1-10mm 10-60mm 60-200mm 200-500mm

降水量

Q
mm

トレンド

T
mm/100年

降水量

Q
mm

トレンド

T
mm/100年

降水量

Q
mm

トレンド

T
mm/100年

降水量

Q
mm

トレンド

T
mm/100年

年総降水量 109 －13.5 774 －32.9 547 －14.8 148 21.3

１日 1 0.8
104 －12.9 522 －6.3 158 34.7

２日 9 8.9

３日 18 3.8
４日 17 6.3
５日 21 1.7

６日 18 10.5

７日 16 －0.1

降
水
連
続
日
数

８日 4.7 －0.6 252.0 －26.5 385 －47.5 12 3.0
９日 9 －1.4
10日 7 －0.8
11日 5 －1.3
12日 3 －2.4
13日 3 －0.8

14-42日 0.0 0.0 0.1 －0.1 4 －2.0 9 －6.8

合計 109 －13.5 774 －32.9 547 －14.8 148 21.3
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365)を第８図に示す．図は，第８図aの１-1306mm

範囲の日降水量グラフが，第８図bから fの各階級グ

ラフに分かれたことを示している．第８図bの１-10

mm階級では0.2mm以下のごく小さな季節変化が

見られる．つぎの，10-60mm階級（第８図c）にな

ると，日降水量に大きな季節変化が現れ年降水量も多

くなる．さらに，第８図dの60-200mm階級グラフ

上には７月と９月を中心に日降水量の２つの極大が現

れる季節変化がみられる．梅雨と秋雨（台風も含む）

に対応した降水が現れたと考えられる．さらに，200-

500mm階級では，梅雨から秋雨の期間以外の降水は

極端に少なくなっていることが示された（第８図e）．

以上から，日本の梅雨と秋雨は，一雨降水量60mm

以上の範囲の降水に顕著に認められることが明らかに

なった．

3.5.2 明治・昭和期と昭和・平成期の日降水量の

季節変化の違い

2.4節の方法で求めた51観測地点の平均階級別連続

日数別日降水量を使って，観測期間の前半（1901-

1958年）と後半（1959-2016年）の日降水量の季節変

化の違いを検討した．

第４表の５％水準で有意な６組について，第９図で

は観測期間の前半と後半の日降水量を重ねて示してい

る．前半と後半で日降水量に大きな違いはないので，

差を見やすくするため図の上部に日降水量の差（＝後

半-前半）も示した．第９図aの１-10mm階級１-２

日連続降水（ Q＝－３mm）の前半と後半の形が１

年を通じて殆ど重なっており両者に違いは認められな

い．次の10-60mm階級３-13日連続降水（ Q＝－17

mm）の第９図bでは日降水量の前半と後半の値が８

月から10月の期間で少し違っている．更に，60-200

mm階級では，１-２日連続降水が Q＝18mmの増

加，３-13日連続降水が Q＝－32mmの減少と Q

の変化が逆である．この２つのケースの日降水量差

は，前者の梅雨と秋雨ピークが極小（第９図c）を示

し，後者の梅雨と11月頃のピークが極大（第９図d）

を示しており， Qの正負の違いが日降水量差に反映

されている．さらに，200-500mm階級の日降水量差

は，２日連続降水の６月から10月までの幅広い山（第

９図e）と６日連続降水の梅雨・秋雨の鋭いピーク

（第９図 f）として認められる．

４．結論

降水連続日数と一雨降水量の２指標の組み合わせ解

析（第４表）から，日本の過去116年の降水量トレン

ド（51観測地点平均）について以下の結果を得た．

①少降水１-10mm階級の１-３日連続日数の降水量

は，－13.5mm/100年（－12.4％/100年）の割合

で減少している（５％水準で有意）．一方，多降水

200-500mm階級２日連続と６日連続の降水量は，

それぞれ，8.9mm/100年（94.2％/100年）と10.5

mm/100年（57.3％/100年）の割合で増加している

（５％水準で有意）ことが明らかになった．これら

の結果は，過去１世紀に強い降水が増え，弱い降

水は減る傾向にあるとの報告を支持する．

②中間の60-200mm階級の降水では，１-２日連続日

数の降水量は，34.7mm/100年（21.9％/100年）

第８図 階級別平均日降水量の季節変化．（a）
1-1306mm（年総降水量），（b）１-10

mm階級，（c）10-60mm階級，（d）
60-200mmｍ階級，（e）200-500mm
階級，（f）500-1306mm階級．Q：階
級別降水量mm/年，括弧中の数値は年
総降水量に対する割合（％）を示す．
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の割合で増加する一方，

４-13日連続日数の降水

量は，－52.9mm/100

年（－20.0％/100年）

の 割 合 で 減 少 す る

（５％水準で有意）こと

が明らかになった．こ

の結果は，降水量の範

囲が同じであっても降

水連続日数（降水継続

時間）が異なれば，ト

レンドの符号が逆転す

ることを示している．

５．おわりに

降水連続日数と一雨降水

量の２指標を組み合わせた

解析によって，降水継続日

数が１-２日であっても一

雨降水量の階級によってト

レンドの符号が異なる可能

性が，また，一雨降水量が

多降水60-200mmの階級

であっても降水継続日数に

よってはトレンドの符号が

異なる可能性が示唆され

た．しかし，一雨降水量の

階級区分には任意性がある

ため，真に統計的有意性の

あるトレンドを抽出できて

いるかさらに検討の予定で

ある．

本研究に用いた51観測点

は北日本や日本海側地域に

はあまり多く存在せず，西

日本の，しかも太平洋側の

特徴を強く反映する．この

ような地域性については，

今後検討する予定である．
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第９図 観測前半と後半の日降水量の重ねグラフ．（a）１-０mm階級１-２日
連続，（b）10-60mm階級３-13日連続，（c）60-200mm階級１-２日
連続，（d）60-200mm階級３-13日連続，（e）200-500mm階級２日連
続，（f）200-500mm階級６日連続．Q：観測期間（56年）当たりの降
水量mm， Q＝Q前半－Q後半．
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